




われわれは、従来、小児の血友病性関節症に対して各種の装具療法を行い、みるべき効果

を挙げて来た。しかし、高度の骨変化を伴った慢性例では、必ずしも満足すべき成績は得

られていない。そこで、装具によって関節症の進展をどの程度防止し得るか、また、特に

近年抗血友病製剤の著しい開発と普及によって漸増傾向のある抑制物質陽性例に対して、

装具は有効であるか否かなどについて検討を加えた。 


